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秋のリーグ戦、
大学・社会人関東 
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準硬式野球部員　学生記者  森康太朗（法３）

王座決定戦で

春の敗戦、苦しみから這
い上がったチーム

心身を鍛え直した昨夏の
秋田合宿
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　私たちは毎年夏の全日本大学準

硬式野球選手権大会での優勝を目

標に、日々練習に取り組んでおり、

まさかその大会に出場できないと

は全く想像していませんでした。

　春のシーズン中は、負けられない

というプレッシャーから緊張してし

まい、普段なら起きない平凡なミス

や消極的なプレーが続きました。不

思議なことに、ここ一番のときに精

　毎年８月初め、秋田県三種町で

合宿を行います。この地で39年続く

伝統ある合宿です。合宿期間の12日

間の毎日、合宿所から「ことおか中

央公園スカルパ野球場」まで片道８

キロをランニングで往復し、１日に

一人６合のおいしいあきたこまちを

食べ、合宿の終了時に多くの選手が

体重を平均４キロ増やし、体力向上

を図ります。

　また、学員会秋田県支部の皆さ

まや三種町の町民の皆さんから私

たちを気遣った差し入れ、励ましの

言葉を頂戴し、選手一同、多くの方々

自らを追い込んだ
秋田合宿

苦しんだ春

　私たち準硬式野球部は昨秋、3季ぶり63回目となる東都準硬式野球リーグ戦優

勝と、関東地区の5つの大学リーグと社会人リーグから優勝チームが集う関東地

区大学・社会人準硬式野球関東王座決定戦で6年ぶりの優勝を果たしました。

　しかし、シーズン初めの春の関東地区大学準硬式野球選手権大会で4位、春季

リーグ戦では3位と、12年続けていた全日本大学準硬式野球選手権大会の出場

を逃して、「常勝中大」の伝統を断ち切ってしまい、計り知れないつらい思いを味わ

いました。そのどん底からどのようにしてチームを立て直したのか。チームが大き

く変わることができた要因は秋田合宿にありました。
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神的な弱さから納得のいくプレー

をすることができなかったのです。

これではチームに勢いが生まれる

はずもなく、常に苦しい試合展開で

した。負けたことに加え、思うように

プレーできない自分たちの弱さが

何よりも悔しかったです。

　「精神的な弱さを打破すること」。

春のシーズンを終えたとき、それが

最大の課題として挙がりました。

　「努力しても努力しても実らない

ことはある。しかし努力しなければ
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みたね

秋田合宿でランニングを行う選手たち秋田合宿でランニングを行う選手たち

実ることは絶対にない」

　準硬式野球部を応援する会の

佐々木吉夫会長のお言葉であり、わ

れわれチーム一人ひとりが大切にし

ている言葉です。弱さに打ち勝つ自

信をつけるためには、練習しかあり

ません。そう心に決め、チームは秋

季リーグ優勝に向けて、意識を変え

て再始動しました。
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の支えで合宿ができていると実

感しています。

　合宿では「考える野球」をテーマ

に掲げ、「打者はどんな球を投げら

れたら嫌なのか」「投手は今どんな

心境なのか」など、池田浩二監督か

らも一貫して「頭脳を使って野球を

しなさい」と指導されました。

　野球は相手の心理や行動の弱点

を知ることでゲームを優位に進め

られ、相手の考えを推測することは

とても大事です。差し入れを届けて

くださる方々の気持ちを理解するこ

とと、プレー中に相手の心理を読む

ことは、相手の気持ちを考えるとい

う点で共通し、つながっています。

合宿ではそうした部分でも頭脳を

使っています。

　秋田合宿では、朝から晩まで野

球漬けの毎日。少しでも効率的に練

習しようと、グラウンドの隅から隅

までを使い、選手たちが個々の練習

に取り組みます。ランチタイムも

個々に任され、グラウンドを使用し

ていない時間帯はありません。つら

いランニングメニューでグラウンド

に流れる音楽は中央大学校歌、応

援歌です。

　練習では「もう限界だ」と思った

ところからもう一段、自分自身を徹

底的に追い込みました。ランニング

で最初から全力疾走し、ペースが落

ちそうだというときこそ、もうひと踏

ん張りしてペースを上げたり、バット

「一歩を踏み出す」 スイングの決めた数が終わってもさ

らに数十回プラスしたり―。自分の

限界を超えようと各自が努め、一歩

を踏み出すからこそ、レベルアップ

や心の変化に結びつくと確信しま

した。

　モチベーションとなったのは春の

シーズンの悔しさです。「二度とあ

んな思いはしたくない」「秋こそ結

果を残してやろう」と、気持ちを奮

い立たせました。ランニングを走り

切った後の達成感は今でも忘れま

せん。練習の中で自分自身の弱さと

戦い続け、それを乗り越えた合宿で

した。

グラウンドでミーティングをする選手たち＝昨年８月９日、秋田県三種町の「ことおか中央公園スカルパ野球場」グラウンドでミーティングをする選手たち＝昨年８月９日、秋田県三種町の「ことおか中央公園スカルパ野球場」
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　試合でプレッシャーに打ち勝た

なければいけない場面は、練習で

自分を追い込む場面と似ています。

自分の弱さにどう立ち向かってそ

れに打ち勝つか、相手との戦いとい

うより、自分自身の心との戦いなの

です。

　合宿で繰り返した練習が大きな

培った自信
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自信につながりました。秋季リーグ

戦では、この自信を糧に、選手それ

ぞれが考えたプレーを心掛け、プ

レッシャーや緊張感をはね返しま

した。最優秀投手賞の近野祐樹

(法２)、首位打者を獲得した足立裕

紀(商３)をはじめとする６人がベス

トナインに選ばれ、チームは春から

大きな成長を遂げることができま

した。

「第41回関東地区大学・社会人準硬式野球王座決定戦」の決勝戦（対早稲田大）。
優勝の瞬間、マウンドに駆け寄る中大の選手たち＝昨年11月10日、ダイワハウススタジアム八王子（八王子市民球場）

「第41回関東地区大学・社会人準硬式野球王座決定戦」の決勝戦（対早稲田大）。
優勝の瞬間、マウンドに駆け寄る中大の選手たち＝昨年11月10日、ダイワハウススタジアム八王子（八王子市民球場）
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設立：1947（昭和22）年
リーグ戦優勝：63回
全国優勝：12回
部員数：32人
　　　   女子マネジャー1人

硬式と使用ボールに違い

　硬式野球との違いは使用す

るボールにある。準硬式のボー

ルは、表面と見た目は軟式球の

ようにゴムで覆われ、中身は硬

式球と同じようにコルクを糸で

巻いたものが入っている。握っ

た感触や大きさは軟式球とほ

ぼ同じだが、打った感触と跳

ね方は硬式球と同じ。全国で

は約270大学が日本一を目指

し、競い合っている。

中央大学準硬式野球部

レギュラーの座 つかみ取りたい
今が一番の頑張り時

森康太朗選手

　チームは秋、優勝という結果を残しまし
たが、捕手の私自身は膝の靭帯を痛めてし
まい、試合に出られずに悔しい思いでシーズ
ンを終えました。
　秋は後輩の高橋孝成（商2）が捕手でベス
トナインを獲得し、あせりや危機感を覚え
ています。静岡高校時代はレギュラーとして
甲子園にも出場しましたが、中大では現在
までレギュラーになれず、苦い思いをしてい
ます。
　かつての私なら、こんな状態になればひ
どく落ち込んでいました。しかし、もうだめ
だろうと諦めてしまうのではなく、合宿で学
んだ強い精神力と、豊富な練習量で自信を

つければ、思い切りプレーできるはずです。
　大事なのはうまくいかないときに、どれだ
け頑張れるか、これが人間の真価だと思い
ます。浮上できるかできないかの境目、つま
り今が一番の頑張り時ということです。
　昨年の経験と悔しさを常に心に置きなが
ら、今年は勝負の年と覚悟を決めて取り組
んでいます。どん底から這い上がった昨年
のチームのように、必ず復活してレギュラー
の座をつかみたいと思います。レギュラーと
して今年こそ全国優勝を達成します。
　しかし、たとえ控え選手であったとして
も、控え選手だからこそできる大きな人間
に成長します。

じんたい
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